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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駆動源からの回転駆動力を伝達可能な回転軸と、
　この回転軸に回転一体に設けられたクラッチハブと、
　このクラッチハブの外周側に回転一体に係合され、且つシフトレバーからのシフト操作
力を受けることにより、シフト操作力を受けない中立位置から上記回転軸の軸心に沿うシ
フト方向に移動することで上記回転軸と変速ギヤとの同期回転を行わせるスリーブと、
　上記スリーブがシフトレバーからのシフト抜き操作力を受けて回転軸の軸心に沿うシフ
ト抜き方向に移動する際にその移動範囲を制限するストッパと、
　を備えた手動変速機において、
　上記シフトレバーからのシフト抜き操作力を受けて上記スリーブがストッパ側に向けて
移動する際、このスリーブが略中立位置に達したときに、このスリーブに対し、ストッパ
側に向けての移動を制限して上記略中立位置に保持するための保持力を付与するスリーブ
移動制限手段が設けられており、
　上記スリーブ移動制限手段は、上記シフトレバーからのシフト操作力を受けて上記スリ
ーブが上記シフト方向に移動する際に同方向に移動するシフティングキーを備えており、
　上記シフトレバーからの上記シフト抜き操作力を受けて上記スリーブがストッパ側に向
けて移動する際、上記シフティングキーもストッパ側に向けて移動して、上記スリーブが
上記ストッパに当接する前に、上記シフティングキーがストッパに当接し、この当接によ
り位置決めされた上記シフティングキーが、上記スリーブが上記略中立位置に達した際に
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、このスリーブに上記保持力を付与する構成となっていて、
　上記シフティングキーには、ケーシングが設けられていると共に、このケーシングの側
面との間に間隔を存し、このシフティングキーがストッパ側に向けて移動した際にストッ
パに当接する腕部が設けられていることを特徴とする手動変速機。
【請求項２】
　請求項１記載の手動変速機において、
　上記シフトレバーからの操作力は、操作力伝達機構を介してスリーブに伝達されるよう
になっており、
　この操作力伝達機構は、
　上記シフトレバーからのセレクト操作力を受けてセレクト方向に移動可能なアーム部を
備えたシフトインナーレバーと、
　上記アーム部のセレクト方向移動経路を挟んで対向配置された一対のシフトフォークヘ
ッドがアーム部のセレクト方向移動経路に沿って複数配置されて成り、アーム部が上記移
動経路に沿って移動することで一対のシフトフォークヘッドに選択的に係合可能となる構
成とされたシフトフォークヘッド群と、
　上記シフトインナーレバーのアーム部が一対のシフトフォークヘッドに選択的に係合さ
れる状態でシフトレバーからのシフト操作力を受けることにより、このアーム部がシフト
方向に移動して一対のシフトフォークヘッドが中立位置からシフト方向に移動するのに伴
って移動するフォークシャフトとを備えており、
　上記スリーブ移動制限手段によって上記スリーブが略中立位置に保持されているとき、
上記シフトインナーレバーのアーム部は、係合している一対のシフトフォークヘッドのシ
フト方向の位置を、他のシフトフォークヘッドのシフト方向の位置と略一致する略中立位
置に保持するよう構成されていることを特徴とする手動変速機。
【請求項３】
　請求項１または２記載の手動変速機において、
　上記シフティングキーは、上記スリーブの内面に向けて付勢力を付与する付勢部材と、
この付勢部材の付勢力を受ける係止部材とを備えている一方、
　上記スリーブの内面には、上記係止部材が係止可能な凹陥部が形成されており、
　上記シフトレバーからのシフト抜き操作力を受けて上記スリーブがストッパ側に向けて
移動する際、シフティングキーがストッパに当接した状態で、上記スリーブが上記略中立
位置に達すると、上記係止部材が上記付勢部材の付勢力によって上記スリーブの凹陥部に
嵌り込んでスリーブを上記略中立位置に保持する構成となっていることを特徴とする手動
変速機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車等の車両に搭載される手動変速機（マニュアルトランスミッション）
に係る。特に、本発明は、変速時におけるシフトレバーの操作性を改善するための対策に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、車両用の手動変速機では、ドライバ（運転者）によるシフトレバーの操作に
よって変速段の選択が行われる。例えば車室内のフロアにシフトレバーが配設されたフロ
アシフト式のものでは、左右方向（車幅方向）および前後（車体前後方向）に延びる溝が
形成されたシフトゲート内にシフトレバーが移動操作可能に配設されている。そして、こ
のシフトゲートに沿ってシフトレバーを左右方向の一方向に操作するセレクト操作の後、
前後方向の一方向に操作するシフト操作を行うことによって所望の変速段が成立するよう
になっている。つまり、これらセレクト操作の操作力やシフト操作の操作力をケーブルや
リンクによって変速機構に伝達し、同期装置やギヤを移動させて所定の変速段が達成され
る構成となっている。
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【０００３】
　具体的には、例えば下記の特許文献１～特許文献３に開示されているように、変速機構
には、シフトセレクトシャフト、シフトインナーレバー、シフトフォークヘッド（以下、
単にヘッドと呼ぶ）、フォークシャフト、シフトフォーク等が備えられている。シフトセ
レクトシャフトは、シフトレバーからのセレクト操作力やシフト操作力がケーブル等を介
して伝達され、回動およびスライド移動する。シフトインナーレバーは、シフトセレクト
シャフトに固定されていると共に軸線に対して直交する方向へ延在するアーム部を備え、
シフトレバーのセレクト操作に連動するシフトセレクトシャフトのセレクト方向の移動（
例えば上記回動）によってアーム部が所定のヘッドに係合可能な位置（ヘッドに対向する
位置）に回動し、シフトレバーのシフト操作に連動するシフトセレクトシャフトのシフト
方向の移動（例えば上記スライド移動）によってアーム部がヘッドに対して操作力を伝達
する。ヘッド、フォークシャフト、シフトフォークは一体的に連結されており、上記アー
ム部からヘッドに伝達された操作力がフォークシャフトを介してシフトフォークに伝達さ
れる。これにより、シフトフォークがそれに対応した同期装置を作動させて所定の変速段
が達成される構成となっている。
【０００４】
　例えば、前進５段変速の変速機にあっては、１速段用ヘッドと２速段用ヘッドとが同一
フォークシャフト（第１フォークシャフト）上で対向配置され、３速段用ヘッドと４速段
用ヘッドとが同一フォークシャフト（第２フォークシャフト）上で対向配置されている。
また、５速段用ヘッドは５速段用のフォークシャフト（第３フォークシャフト）上に配置
されている。また、シフトフォークとしても、上記第１フォークシャフトに連結され且つ
１速段－２速段用の同期装置に係合した１速段－２速段用シフトフォーク、上記第２フォ
ークシャフトに連結され且つ３速段－４速段用の同期装置に係合した３速段－４速段用シ
フトフォーク、上記第３フォークシャフトに連結され且つ５速段用の同期装置に係合した
５速段用シフトフォークがそれぞれ設けられている。
【０００５】
　このように、シフトレバーからの操作力を受けてシフトセレクトシャフトが回動および
スライド移動し、このシフトセレクトシャフトの回動およびスライド移動に伴って、シフ
トインナーレバーのアーム部が所定のヘッドに係合すると共に、そのヘッドへのシフト操
作力がフォークシャフトを介してシフトフォークに伝達される。そして、このシフトフォ
ークの移動により、所定の変速段の同期装置が作動することで、上記シフトレバーの操作
位置に対応した変速段が達成されるようになっている。
【０００６】
　図１２は、従来の手動変速機において、各ヘッドａ～ｆに対するシフトインナーレバー
のアーム部ｇの係合状態の一例（アーム部ｇが中立位置にある状態）を示しており、シフ
トセレクトシャフト側から各部材（ヘッドａ～ｆ、シフトインナーレバーのアーム部ｇ、
インターロックプレートｈ）を視た展開図である。ヘッドとしては、１速段用ヘッドａお
よび２速段用ヘッドｂ、３速段用ヘッドｃおよび４速段用ヘッドｄ、５速段用ヘッドｅお
よび５速段抜き用ヘッドｆ（５速段位置から中立位置へシフトする際にシフトインナーレ
バーのアーム部ｇが係合するヘッド）がそれぞれ互いに対向する位置に配置されている。
つまり、上記シフトセレクトシャフトの回動に伴うシフトインナーレバーの回動により、
アーム部ｇが図中の左右方向に移動して上記３対のヘッドａ～ｆのうちの１対の間に位置
されるようになっている。
【０００７】
　尚、インターロックプレートｈは、同時に２つ以上のヘッドの通過を規制することによ
り二重噛み合いを防止するものである。このため、インターロックプレートｈには、上記
シフトインナーレバーのアーム部ｇおよび一つのヘッドのみが通過可能なヘッド通路ｈ１
が形成されている。また、このインターロックプレートｈは、シフトセレクトシャフトお
よびシフトインナーレバーと一体的に回動可能（図１２にあっては左右方向に移動可能）
となっている。



(4) JP 5146253 B2 2013.2.20

10

20

30

40

50

【０００８】
　このような構成により、上記セレクト操作によってシフトインナーレバーのアーム部ｇ
がインターロックプレートｈと共に各ヘッド同士の間を移動して、上記セレクト操作に対
応したヘッドに係合可能な位置に達する。そして、上記シフト操作によってシフトインナ
ーレバーのアーム部ｇが何れかのヘッドに係合し、フォークシャフトおよびシフトフォー
クを移動させることで上記シフトレバーの操作位置に対応した変速段が達成されることに
なる。
【０００９】
　また、特許文献１および特許文献２には、同期装置を構成するシンクロキーが、変速ギ
ヤが設けられてない側へ移動してしまうことを阻止するために、シンクロキーの端面に当
接することでシンクロキーの移動範囲を規制するストッパを設けた構成が開示されている
。
【特許文献１】特開２００１－２８０４３１号公報
【特許文献２】特開平１１－１０１２６９号公報
【特許文献３】特開２００１－２４１４６４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　ところで、上述したような手動変速機にあっては、以下に述べるような変速操作の際に
シフトレバーの操作性が悪化してしまう可能性があった。以下、具体的に説明する。
【００１１】
　本発明が解決しようとする課題は、例えば変速機が５速段から４速段にシフトダウン操
作される際に生じる。
【００１２】
　図１３（ａ）は、シフトレバーが５速段位置にあるときにおけるヘッドａ～ｆ、シフト
インナーレバーのアーム部ｇ、インターロックプレートｈの位置関係を示している。この
状態では、５速段用ヘッドｅおよび５速段抜き用ヘッドｆが５速段側に変位（図中の上側
に変位）している。
【００１３】
　そして、４速段にシフトダウン操作するべく運転者によってシフトレバーが５速段位置
からシフト方向の中立位置に操作されると、５速段用ヘッドｅおよび５速段抜き用ヘッド
ｆは、シフトセレクトシャフトおよびシフトインナーレバーからシフト抜き方向の操作力
を受けてシフト方向の中立位置に達する（図１３（ａ）の矢印Ｉを参照）。その後、シフ
トレバーをセレクト方向側の中立位置に向けて操作すると共に（この際のアーム部ｇの移
動方向は図１３（ａ）の矢印ＩＩ）、このシフトレバーを４速段位置に向けてシフト操作
することになる（この際のアーム部ｇの移動方向は図１３（ａ）の矢印ＩＩＩ）。このよ
うに、セレクト位置が互いに異なり、且つシフト方向も互いに異なっている変速段同士の
間の変速操作は一般に「斜め操作」と呼ばれる。
【００１４】
　このような斜め操作の実行時において、シフトレバーを５速シフト位置からシフト方向
の中立位置まで移動させた際、変速機構にあっては、上述した如くシフトインナーレバー
のアーム部ｇが５速シフト位置からシフト方向の中立位置に向けて移動し、それに伴って
５速段用ヘッドｅおよび５速段抜き用ヘッドｆも中立位置に向けて移動することになる。
【００１５】
　ところが、シフトインナーレバーに対するシフト抜き方向の操作力が比較的大きい場合
、シフトインナーレバーのアーム部ｇが中立位置を超えてしまう可能性がある。この場合
、図１３（ｂ）に示すように、５速段用ヘッドｅおよび５速段抜き用ヘッドｆがそれぞれ
中立位置に対して反５速段側（図中の下側）に変位してしまう状況を招くことになる。
【００１６】
　このような状況で、４速段側に向けてのセレクト操作を行おうとすると、シフトインナ
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ーレバーのアーム部ｇが４速段用ヘッドｄに引っ掛かってしまって（図１３（ｂ）におけ
るＡ部分を参照）、シフトインナーレバーをセレクト方向に移動できなくなったり、イン
ターロックプレートｈが５速段用ヘッドｅに引っ掛かってしまって（図１３（ｂ）におけ
るＢ部分を参照）、インターロックプレートｈをセレクト方向に移動できなくなったりす
る可能性がある。
【００１７】
　つまり、ドライバが、５速段から４速段にシフトダウン操作する斜め操作を行おうとす
る際に、操作途中で（シフト抜き操作からセレクト操作に切り換える際に）引っ掛かりが
生じ、円滑な４速段へのシフトダウン操作が行えなくなって、違和感を招いてしまうこと
になる。
【００１８】
　このような状況は、上述した斜め操作時ばかりでなく、５速段から２速段にシフトダウ
ンしたり、５速段から３速段にシフトダウンしたりする変速操作（所謂飛び変速操作）を
行う場合にも同様に発生する可能性がある。
【００１９】
　上記特許文献１および特許文献２には、ストッパを設けることで、シンクロキーの移動
範囲を規制しているが、このストッパは、単にシンクロキーの脱落を阻止するために設け
られているに過ぎない。このため、これら特許文献の構成においても、上述した如くシフ
トインナーレバーのアーム部が中立位置を超えて移動してしまう可能性があり、この場合
、上述と同様の不具合を招くことになる。
【００２０】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、シフトダ
ウン操作時などにおいて、シフト抜き操作の後にセレクト操作に移行する際、その操作方
向に引っ掛かりが生じてしまうことを回避し、シフトレバーの操作性を良好にすることが
可能な手動変速機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　－課題の解決原理－
　上記の目的を達成するために講じられた本発明の解決原理は、シフト抜き操作時に、そ
の操作に伴う同期装置のスリーブのシフト抜き方向の移動を、略中立位置（セレクト操作
に引っ掛かりが生じない位置）に達した時点で規制することで、シフト抜き操作からセレ
クト操作に移る際に、セレクト方向への部材の移動に引っ掛かりが生じないようにしてい
る。
【００２２】
　－解決手段－
　具体的に、本発明は、駆動源からの回転駆動力を伝達可能な回転軸と、この回転軸に回
転一体に設けられたクラッチハブと、このクラッチハブの外周側に回転一体に係合され、
且つシフトレバーからのシフト操作力を受けることにより、シフト操作力を受けない中立
位置から上記回転軸の軸心に沿うシフト方向に移動することで上記回転軸と変速ギヤとの
同期回転を行わせるスリーブと、上記スリーブがシフトレバーからのシフト抜き操作力を
受けて回転軸の軸心に沿うシフト抜き方向に移動する際にその移動範囲を制限するストッ
パとを備えた手動変速機を前提とする。この手動変速機に対し、上記シフトレバーからの
シフト抜き操作力を受けて上記スリーブがストッパ側に向けて移動する際、このスリーブ
が略中立位置に達したときに、このスリーブに対し、ストッパ側に向けての移動を制限し
て上記略中立位置に保持するための保持力を付与するスリーブ移動制限手段を設けている
。
　また、上記スリーブ移動制限手段に、上記シフトレバーからのシフト操作力を受けて上
記スリーブが上記シフト方向に移動する際に同方向に移動するシフティングキーを備えさ
せる。そして、上記シフトレバーからの上記シフト抜き操作力を受けて上記スリーブがス
トッパ側に向けて移動する際、上記シフティングキーもストッパ側に向けて移動して、上
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記スリーブが上記ストッパに当接する前に、上記シフティングキーがストッパに当接し、
この当接により位置決めされた上記シフティングキーが、上記スリーブが上記略中立位置
に達した際に、このスリーブに上記保持力を付与する構成としている。
　そして、上記シフティングキーに、ケーシングを設けると共に、このケーシングの側面
との間に間隔を存し、このシフティングキーがストッパ側に向けて移動した際にストッパ
に当接する腕部を設けている。
【００２３】
　ここで、上記「中立位置」および「略中立位置」は、シフトレバーをセレクト方向に操
作する場合に、シフトレバーからのセレクト操作力を伝達する部材が他の部材に引っ掛か
ることのない位置、言い換えると、シフトレバーからのセレクト操作力を受ける部材が、
そのセレクト方向に移動する際に他の部材に干渉することのない位置（例えば、シフトイ
ンナーレバーのアーム部がヘッドに干渉したり、インターロックプレートがヘッドに干渉
したりすることのない位置）として規定される。
【００２４】
　この特定事項により、上記スリーブが中立位置からシフト方向に移動していて、ある変
速段が成立している状態から、その変速段を解除するべくスリーブをシフト抜き方向に（
中立位置に向けて）移動させる際、このスリーブはストッパに向かって移動していく。そ
して、このスリーブの移動途中において、つまり、スリーブがストッパに当接しない段階
で、且つスリーブが略中立位置に達した時点で、スリーブ移動制限手段は、スリーブに対
し、ストッパ側に向けての移動を制限して上記略中立位置に保持するための保持力を付与
する。つまり、スリーブは、シフト抜き方向への移動途中において略中立位置で同方向へ
の移動が規制されることになる。このようにスリーブが略中立位置で保持されることによ
り、シフトレバーからスリーブに亘って配設されている操作力伝達部材（例えばシフトイ
ンナーレバーのアーム部やヘッドなど）も略中立位置で保持された状態となる。このため
、その後のセレクト操作にあっては、シフトレバーからのセレクト操作力を伝達する部材
が他の部材に引っ掛かることはなくなり、このシフト抜き操作からセレクト操作に移る際
の操作が円滑であって、その操作性が良好に確保されることになる。
　また、シフティングキーからスリーブに付与される保持力によってスリーブを効果的に
略中立位置に保持することができ、シフトレバーのシフト抜き操作からセレクト操作に移
る際に引っ掛かりを生じさせない機能を良好に発揮させることが可能になる。
【００２５】
　上記シフトレバーからの操作力をスリーブに伝達するための機構として具体的に以下の
ものが挙げられる。つまり、上記シフトレバーからの操作力を、操作力伝達機構を介して
スリーブに伝達するようにしている。この操作力伝達機構に、上記シフトレバーからのセ
レクト操作力を受けてセレクト方向に移動可能なアーム部を備えたシフトインナーレバー
と、上記アーム部のセレクト方向移動経路を挟んで対向配置された一対のシフトフォーク
ヘッドがアーム部のセレクト方向移動経路に沿って複数配置されて成り、アーム部が上記
移動経路に沿って移動することで一対のシフトフォークヘッドに選択的に係合可能となる
構成とされたシフトフォークヘッド群と、上記シフトインナーレバーのアーム部が一対の
シフトフォークヘッドに選択的に係合される状態でシフトレバーからのシフト操作力を受
けることにより、このアーム部がシフト方向に移動して一対のシフトフォークヘッドが中
立位置からシフト方向に移動するのに伴って移動するフォークシャフトとを備えさせる。
そして、上記スリーブ移動制限手段によって上記スリーブが略中立位置に保持されている
とき、上記シフトインナーレバーのアーム部が、係合している一対のシフトフォークヘッ
ドのシフト方向の位置を、他のシフトフォークヘッドのシフト方向の位置と略一致する略
中立位置に保持する構成としている。
【００２６】
　つまり、スリーブ移動制限手段は、スリーブを略中立位置に保持することによって、こ
のスリーブに、フォークシャフトやシフトフォークヘッド等を介して連繋されているシフ
トインナーレバーのアーム部の位置を規定し、これによって、このアーム部が係合してい
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る一対のシフトフォークヘッドのシフト方向の位置を略中立位置に保持するようにしてい
る。言い換えると、上記シフトフォークヘッド群を構成している各対のシフトフォークヘ
ッドの全てのシフト方向の位置を略一致させることでアーム部を上記セレクト方向移動経
路の中心に位置させることができて、このアーム部がヘッドに干渉することなくセレクト
方向移動経路を移動できる（セレクト方向に移動できる）構成としている。
【００２８】
　この場合のシフティングキーの構成としては、スリーブの内面に向けて付勢力を付与す
る付勢部材と、この付勢部材の付勢力を受ける係止部材とを備えさせる。また、上記スリ
ーブの内面に、上記係止部材が係止可能な凹陥部を形成する。そして、上記シフトレバー
からのシフト抜き操作力を受けて上記スリーブがストッパ側に向けて移動する際、シフテ
ィングキーがストッパに当接した状態で、スリーブが上記略中立位置に達すると、係止部
材が付勢部材の付勢力によってスリーブの凹陥部に嵌り込んでスリーブを上記略中立位置
に保持する構成としている。
【００２９】
　この構成によれば、シフティングキーからの弾性力によってスリーブを略中立位置に保
持する保持力を得ているため、次回のシフト操作時（例えば５速段へのシフト操作時）に
は、この弾性力に抗するシフト操作力のみで容易にシフト方向へのシフトレバーの操作が
可能であり、大きなシフト操作力を必要とすることもない。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明では、シフト抜き操作時に、その操作に伴う同期装置のスリーブのシフト抜き方
向の移動を、略中立位置において保持するようにしている。これにより、シフトレバーか
らのセレクト操作力を伝達する部材同士での引っ掛かりが生じることはなくなり、このシ
フト抜き操作からセレクト操作に移る際の操作が円滑であって、その操作性を良好に確保
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。本実施形態は、ＦＦ（フロント
エンジン・フロントドライブ）車両に搭載された、前進５速段、後進１速段の同期噛み合
い式手動変速機（マニュアルトランスミッション）に本発明を適用した場合について説明
する。
【００３２】
　－手動変速機のギヤレイアウト－
　図１は本実施形態に係る手動変速機のギヤレイアウトの一部を断面で示した側面図であ
る。この図１に示すギヤレイアウトは、図示しないトランスミッションケース内に収容さ
れていると共に、互いに平行に配置されたインプットシャフト（回転軸）１、アウトプッ
トシャフト２およびリバースシャフト３（図１では２点鎖線で示している）が、トランス
ミッションケースによって回転自在に支持されている。
【００３３】
　上記インプットシャフト１は、図示しないエンジン（駆動源）のクランクシャフトにク
ラッチ機構を介して連結されており、このクラッチ機構の係合動作によりエンジンの回転
駆動力が入力されるようになっている。
【００３４】
　上記インプットシャフト１とアウトプットシャフト２との間には、前進１速段～前進５
速段および後進段の各変速段を成立させるための複数の変速ギヤ列４～８が設けられてい
る。具体的には、前進段用のギヤ列として、図１において右側から軸線方向左側に向かっ
て、１速ギヤ列４、２速ギヤ列５、３速ギヤ列６、４速ギヤ列７および５速ギヤ列８が順
に配設されている。また、後進段用のギヤ列として、リバースギヤ列１０が配設されてい
る。
【００３５】
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　１速ギヤ列４は、インプットシャフト１に回転一体（相対回転不能）に取り付けられた
１速ドライブギヤ４ａと、アウトプットシャフト２に対して相対回転自在に組み付けられ
た１速ドリブンギヤ４ｂとを備えており、これら１速ドライブギヤ４ａと１速ドリブンギ
ヤ４ｂとは互いに噛み合っている。
【００３６】
　２速ギヤ列５は、インプットシャフト１に回転一体に取り付けられた２速ドライブギヤ
５ａと、アウトプットシャフト２に対して相対回転自在に組み付けられた２速ドリブンギ
ヤ５ｂとを備えており、これら２速ドライブギヤ５ａと２速ドリブンギヤ５ｂとは互いに
噛み合っている。
【００３７】
　３速ギヤ列６は、インプットシャフト１に相対回転自在に組み付けられた３速ドライブ
ギヤ６ａと、アウトプットシャフト２に回転一体に取り付けられた３速ドリブンギヤ６ｂ
とを備えており、これら３速ドライブギヤ６ａと３速ドリブンギヤ６ｂとは互いに噛み合
っている。
【００３８】
　４速ギヤ列７は、インプットシャフト１に相対回転自在に組み付けられた４速ドライブ
ギヤ７ａと、アウトプットシャフト２に回転一体に取り付けられた４速ドリブンギヤ７ｂ
とを備えており、これら４速ドライブギヤ７ａと４速ドリブンギヤ７ｂとは互いに噛み合
っている。
【００３９】
　５速ギヤ列８は、インプットシャフト１に相対回転自在に組み付けられた５速ドライブ
ギヤ８ａと、アウトプットシャフト２に回転一体に取り付けられた５速ドリブンギヤ８ｂ
とを備えており、これら５速ドライブギヤ８ａと５速ドリブンギヤ８ｂとは互いに噛み合
っている。
【００４０】
　上記各変速ギヤ列の切り換え動作（変速動作）は、３つのシンクロメッシュ機構（同期
装置）１１，１２，１３によって行われる。
【００４１】
　第１のシンクロメッシュ機構１１は、１速ドリブンギヤ４ｂと２速ドリブンギヤ５ｂと
の間におけるアウトプットシャフト２上に設けられている。つまり、この第１のシンクロ
メッシュ機構１１が１速ドリブンギヤ４ｂ側に作動すると、この１速ドリブンギヤ４ｂが
アウトプットシャフト２に回転一体に連結され、１速ドライブギヤ４ａと１速ドリブンギ
ヤ４ｂとの間で、インプットシャフト１からアウトプットシャフト２への動力伝達が行わ
れることになる（１速段の成立）。一方、第１のシンクロメッシュ機構１１が２速ドリブ
ンギヤ５ｂ側に作動すると、この２速ドリブンギヤ５ｂがアウトプットシャフト２に回転
一体に連結され、２速ドライブギヤ５ａと２速ドリブンギヤ５ｂとの間で、インプットシ
ャフト１からアウトプットシャフト２への動力伝達が行われることになる（２速段の成立
）。
【００４２】
　第２のシンクロメッシュ機構１２は、３速ドライブギヤ６ａと４速ドライブギヤ７ａと
の間におけるインプットシャフト１上に設けられている。つまり、この第２のシンクロメ
ッシュ機構１２が３速ドライブギヤ６ａ側に作動すると、この３速ドライブギヤ６ａがイ
ンプットシャフト１に回転一体に連結され、３速ドライブギヤ６ａと３速ドリブンギヤ６
ｂとの間で、インプットシャフト１からアウトプットシャフト２への動力伝達が行われる
ことになる（３速段の成立）。一方、第２のシンクロメッシュ機構１２が４速ドライブギ
ヤ７ａ側に作動すると、この４速ドライブギヤ７ａがインプットシャフト１に回転一体に
連結され、４速ドライブギヤ７ａと４速ドリブンギヤ７ｂとの間で、インプットシャフト
１からアウトプットシャフト２への動力伝達が行われることになる（４速段の成立）。
【００４３】
　第３のシンクロメッシュ機構１３は、５速ドライブギヤ８ａに隣接してインプットシャ
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フト１上に設けられている。つまり、この第３のシンクロメッシュ機構１３が５速ドライ
ブギヤ８ａ側に作動すると、この５速ドライブギヤ８ａがインプットシャフト１に回転一
体に連結され、５速ドライブギヤ８ａと５速ドリブンギヤ８ｂとの間で、インプットシャ
フト１からアウトプットシャフト２への動力伝達が行われることになる（５速段の成立）
。
【００４４】
　このようにして、前進時には、シフトチェンジ動作時を除いて、上記インプットシャフ
ト１の回転駆動力が、上述したシンクロメッシュ機構１１，１２，１３のうちの何れか一
つの作動によって選択された一つの変速ギヤ列４～８を介してアウトプットシャフト２へ
伝達される。
【００４５】
　一方、リバースギヤ列１０は、上記インプットシャフト１に回転一体に取り付けられた
リバースドライブギヤ１０ａと、アウトプットシャフト２に回転一体に組み付けられたリ
バースドリブンギヤ１０ｂと、上記リバースシャフト３に対してスライド移動自在に組み
付けられたリバースアイドラギヤ１０ｃ（図１では２点鎖線で示している）とを備えてい
る。これらギヤ１０ａ，１０ｂ，１０ｃは前進時には動力伝達を行っておらず（非噛み合
い状態）、後進時においては、全てのシンクロメッシュ機構１１，１２，１３が中立状態
（本実施形態では、第３のシンクロメッシュ機構１３が５速段の成立状態にない場合も中
立状態と呼ぶこととする）に設定され、リバースアイドラギヤ１０ｃがリバースシャフト
３の軸線方向に沿って移動することにより、上記リバースドライブギヤ１０ａとリバース
ドリブンギヤ１０ｂとの両方に噛み合うことで、リバースドライブギヤ１０ａの回転方向
をリバースアイドラギヤ１０ｃによって逆転させてリバースドリブンギヤ１０ｂに伝達す
ることになる。これにより、アウトプットシャフト２が上記前進段の場合とは逆方向に回
転し、駆動輪は後退方向に回転する。尚、上記リバースドリブンギヤ１０ｂは上記第１の
シンクロメッシュ機構１１の外周側に回転一体に配設されている。
【００４６】
　このようにして所定の変速比で変速または逆回転されてアウトプットシャフト２に伝達
された回転駆動力は、ファイナルドライブギヤ１５ａとファイナルドリブンギヤ１５ｂと
から成るファイナルリダクションギヤ列１５の終減速比によって減速された後、ディファ
レンシャル装置１６へ伝達される。これによって、駆動輪（図示省略）が前進方向または
後進方向に回転する。
【００４７】
　－シフトパターン－
　図２は、本実施形態における５速マニュアルトランスミッションのシフトパターン（シ
フトゲート形状）の概略を示している。このシフトゲートは、図中２点鎖線で示すシフト
レバーＬが、図２に矢印Ｘで示す方向のセレクト操作と、このセレクト操作方向に直交す
る矢印Ｙで示す方向のシフト操作とが行い得る形状に構成されている。
【００４８】
　セレクト操作方向には、１速－２速セレクト位置Ｐ１，３速－４速セレクト位置Ｐ２，
５速セレクト位置Ｐ３およびリバース（後進）セレクト位置Ｐ４が一列に並んでいる。
【００４９】
　上記１速－２速セレクト位置Ｐ１でのシフト操作（矢印Ｙ方向の操作）により、シフト
レバーＬを１速位置１ｓｔまたは２速位置２ｎｄに動かすことができる。１速位置１ｓｔ
に操作された場合、上記第１のシンクロメッシュ機構１１は１速ドリブンギヤ４ｂ側に作
動し、この１速ドリブンギヤ４ｂがアウトプットシャフト２に回転一体に連結される。ま
た、２速位置２ｎｄに操作された場合、上記第１のシンクロメッシュ機構１１は２速ドリ
ブンギヤ５ｂ側に作動し、この２速ドリブンギヤ５ｂがアウトプットシャフト２に回転一
体に連結される。
【００５０】
　同様に、３速－４速セレクト位置Ｐ２でのシフト操作により、シフトレバーＬを３速位
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置３ｒｄまたは４速位置４ｔｈに動かすことができる。３速位置３ｒｄに操作された場合
、上記第２のシンクロメッシュ機構１２は３速ドライブギヤ６ａ側に作動し、この３速ド
ライブギヤ６ａがインプットシャフト１に回転一体に連結される。また、４速位置４ｔｈ
に操作された場合、上記第２のシンクロメッシュ機構１２は４速ドライブギヤ７ａ側に作
動し、この４速ドライブギヤ７ａがインプットシャフト１に回転一体に連結される。
【００５１】
　また、５速セレクト位置Ｐ３でのシフト操作（図中上側へのシフト操作）により、シフ
トレバーＬを５速位置５ｔｈに動かすことができる。５速位置５ｔｈに操作された場合、
上記第３のシンクロメッシュ機構１３は５速ドライブギヤ８ａ側に作動し、この５速ドラ
イブギヤ８ａがインプットシャフト１に回転一体に連結される。
【００５２】
　更に、リバースセレクト位置Ｐ４でのシフト操作により、シフトレバーＬをリバース位
置ＲＥＶに動かすことができる。このリバース位置ＲＥＶに操作された場合、上記全ての
シンクロメッシュ機構１１，１２，１３が中立状態となると共に、上記リバースアイドラ
ギヤ１０ｃがリバースシャフト３の軸線方向に沿って移動して上記リバースドライブギヤ
１０ａおよびリバースドリブンギヤ１０ｂに噛み合うことになる。
【００５３】
　－セレクト・シフト機構－
　次に、上述したシフトレバーＬを操作することで前進１速段～前進５速段および後進段
の各変速段を成立させるためにシフトレバーＬの操作力を各シンクロメッシュ機構１１，
１２，１３やリバースアイドラギヤ１０ｃに、選択的に伝達するためのセレクト・シフト
機構（操作力伝達機構）について説明する。
【００５４】
　図３は、このセレクト・シフト機構における各前進段用係合部２２，２３，２４および
その周辺部をシフトセレクトシャフト２０の軸線方向から見た断面図である。尚、この図
３において、符号２２は１速－２速用フォークシャフト５１に設けられた１速－２速用の
前進段用係合部、符号２３は３速－４速用フォークシャフト５２に設けられた３速－４速
用の前進段用係合部、符号２４は５速用フォークシャフト５３に設けられた５速用の前進
段用係合部である。図４は、５速用フォークシャフト５３と第３のシンクロメッシュ機構
１３との係合部分を示す断面図である。図６は、各フォークシャフト５１，５２，５３に
設けられたシフトフォーク３１，３２，３３およびその周辺部をシフトセレクトシャフト
２０の軸線方向から見た断面図である。
【００５５】
　これらの図に示すように、セレクト・シフト機構では、シフトレバーＬが図示しないセ
レクトケーブルおよびシフトケーブルによりシフトセレクトシャフト２０（図３および図
６を参照）に操作力の伝達が可能に連結されている。これにより、シフトセレクトシャフ
ト２０は、シフトレバーＬのセレクト操作に応じて軸線回り（図３および図６に矢印Ｍで
示す方向）に回動し、シフトレバーＬのシフト操作に応じて軸線方向（図３および図６に
おける紙面垂直方向）ヘスライド移動するようになっている。すなわち、シフトレバーＬ
に対するセレクト操作力（図２に矢印Ｘで示す方向の操作力）がセレクトケーブルを経て
シフトセレクトシャフト２０の軸線回りの回動力として、また、シフトレバーＬに対する
シフト操作力（図２に矢印Ｙで示す方向の操作力）がシフトケーブルを経てシフトセレク
トシャフト２０の軸線方向のスライド移動力としてそれぞれ伝達される。尚、図３におけ
る符号２７は、シフトレバーＬのセレクト操作力を、セレクトケーブルを介して受け、シ
フトセレクトシャフト２０に対して軸線回りの回動力を与えるためのセレクトインナーレ
バーである。
【００５６】
　また、各シンクロメッシュ機構１１，１２，１３に備えられている各スリーブ１３ａ（
図４参照）にはそれぞれに対応して配設されたシフトフォーク３３（図４では３本のシフ
トフォーク３１，３２，３３のうち５速用のシフトフォーク３３のみを示している）が係
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合されており、これらシフトフォーク３３の基端部分は、それぞれに対応して設けられた
前進段用のフォークシャフト５３（図４では３本のフォークシャフト５１，５２，５３の
うち５速段用のフォークシャフト５３のみを示している）によってそれぞれ支持されてい
る。そして、シフトレバーＬのセレクト操作に応じたシフトセレクトシャフト２０の軸線
回りの回動によって１本のフォークシャフト５３（５１，５２）がシフト操作力の伝達が
可能に選択され、シフトレバーＬのシフト操作に応じたシフトセレクトシャフト２０のス
ライド移動によって、選択された１本のフォークシャフト５３（５１，５２）が軸線方向
にスライド移動し、このフォークシャフト５３（５１，５２）に設けられた１本のシフト
フォーク３３（３１，３２）を介して所定の一つのシンクロメッシュ機構１３（１１，１
２）を作動させるようになっている。尚、本実施形態に係る手動変速機は、前進５速段で
あるため、第３のシンクロメッシュ機構１３にあっては一方側のみに変速ギヤ（５速ドラ
イブギヤ８ａ）が設けられているが、第１のシンクロメッシュ機構１１および第２のシン
クロメッシュ機構１２にあっては、その両側に変速ギヤが設けられている（図１を参照）
。
【００５７】
　図３に示すように、１本のフォークシャフト５２（５１，５３）を選択するためのシフ
トインナーレバー２１は、シフトセレクトシャフト２０の外周に外嵌固定された筒部（基
部）２１ａと、この筒部２１ａから径方向に延在したアーム部２１ｂとを有している。ま
た、上記シフトセレクトシャフト２０から筒部２１ａに亘って係合ピンＰが挿通されてお
り、シフトインナーレバー２１はシフトセレクトシャフト２０に対して回転一体且つスラ
イド移動一体に連結されている。
【００５８】
　上記シフトインナーレバー２１の筒部２１ａには、軸線方向に相対移動可能に且つ軸線
回りに相対回動不能にインターロックプレート（インターロック部材）２６が外嵌されて
いる。このインターロックプレート２６には、シフトインナーレバー２１のアーム部２１
ｂの回動方向両側に摺接する相対向する一対の案内面からなる係合片通路２６ｃが軸線方
向に延在して形成されている。そして、この係合片通路２６ｃの案内面同士の間隔は、シ
フトインナーレバー２１のアーム部２１ｂに係合されて軸線方向に移動されるヘッド２２
ａ，２３ａ，２４ａが同時に複数個通過することを規制するもの、つまり、１つのヘッド
２３ａ（２２ａ，２４ａ）の通過のみを許容するものとなっている。尚、インターロック
プレート２６は、上記したように、シフトインナーレバー２１の筒部２１ａに対して軸線
方向に相対移動可能であるが、トランスミッションケースに対しては軸線方向に移動不能
に設けられている。
【００５９】
　また、シフトレバーＬが、図２に矢印Ｘで示すセレクト方向にセレクト操作されると、
その操作力がセレクトケーブルにより上記セレクトインナーレバー２７を介してシフトセ
レクトシャフト２０に伝達されて、このシフトセレクトシャフト２０は回動され、そのシ
フトレバーＬの操作位置に応じた回動位置となる。図３では、シフトレバーＬが３速－４
速セレクト位置Ｐ２に操作されたときのシフトセレクトシャフト２０およびシフトインナ
ーレバー２１の回動位置を示している。
【００６０】
　また、シフトレバーＬが、図２に矢印Ｙで示すシフト方向にシフト操作されると、その
操作力がシフトケーブルによりシフトセレクトシャフト２０に伝達されて、このシフトセ
レクトシャフト２０が軸線方向（図３の紙面に直交する方向）にスライド移動し、そのシ
フトレバーＬの操作位置に応じたスライド位置となる。
【００６１】
　一方、各シンクロメッシュ機構１１，１２，１３に対応して配設された各フォークシャ
フト５１，５２，５３（図３では、１速－２速用のフォークシャフト５１、３速－４速用
のフォークシャフト５２、５速用のフォークシャフト５３を示し、図４では５速用のフォ
ークシャフト５３のみを示している）には、シフトインナーレバー２１のアーム部２１ｂ
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の回動経路（セレクト方向移動経路）を挟んで軸線方向の両側に配設された各一対のヘッ
ド（前進段用係合片）２２ａ，２２ｂ、２３ａ，２３ｂ、２４ａ，２４ｂ（図７（ｂ）参
照）を有する上記前進段用係合部２２，２３，２４がそれぞれ配置されている。これらヘ
ッド２２ａ，２２ｂ、２３ａ，２３ｂ、２４ａ，２４ｂによって本発明でいうシフトフォ
ークヘッド群が構成されている。
【００６２】
　また、各フォークシャフト５１，５２，５３から各前進段用係合部２２，２３，２４に
亘ってそれぞれ係合ピンＰが挿通されており、各前進段用係合部２２，２３，２４は各フ
ォークシャフト５１，５２，５３に対してスライド移動一体に連結されている。
【００６３】
　また、上記各ヘッド２２ａ，２２ｂ、２３ａ，２３ｂ、２４ａ，２４ｂは、セレクト操
作に応じてシフトインナーレバー２１のアーム部２１ｂが選択的に係合可能な位置に配置
され、選択されたヘッド２２ａ，２２ｂ、２３ａ，２３ｂ、２４ａ，２４ｂは、このアー
ム部２１ｂによってシフトセレクトシャフト２０の軸線に沿う方向に係合移動されるよう
になっている。各一対のヘッド２２ａ，２２ｂ、２３ａ，２３ｂ、２４ａ，２４ｂの中立
位置から上記軸線方向への移動、つまり、各一対のヘッド２２ａ，２２ｂ、２３ａ，２３
ｂ、２４ａ，２４ｂを有する各前進段用係合部２２，２３，２４の中立位置から上記軸線
方向への移動は、シンクロメッシュ機構１１，１２，１３の作動およびその後の前進段へ
の変速動作の実行にそれぞれ連動されるようになっている。
【００６４】
　尚、上記各ヘッドのうち、２２ａは１速段用ヘッド、２２ｂは２速段用ヘッド、２３ａ
は３速段用ヘッド、２３ｂは４速段用ヘッド、２４ａは５速段用ヘッド、２４ｂは５速段
抜き用ヘッド（５速段位置から中立位置へシフトする際にシフトインナーレバー２１のア
ーム部２１ｂが係合するヘッド）となっている。
【００６５】
　更に、図６に示すように、上記シフトセレクトシャフト２０には、リバース用レバー２
５が回転一体且つスライド移動一体に設けられている。また、このシフトセレクトシャフ
ト２０が回動する際のリバース用レバー２５の回動軌跡上に隣接してリバースヘッド２８
ａを備えたリバースアーム（後進段用シフト部材）２８が配設されている。このリバース
アーム２８は、リバースヘッド２８ａが形成されている側とは反対側の先端部分が上記リ
バースアイドラギヤ１０ｃに係合されている。このため、シフトレバーＬが、図２におけ
るリバースセレクト位置Ｐ４までセレクト操作された場合には、リバース用レバー２５が
リバースヘッド２８ａに対向する位置まで回動されることになる（図６の仮想線を参照）
。この状態からシフトレバーＬがリバース位置ＲＥＶにシフト操作されると、例えばリバ
ース用レバー２５が図６において紙面奥側に移動され、リバース用レバー２５がリバース
ヘッド２８ａに当接してリバースアーム２８をシフトセレクトシャフト２０の軸線に沿う
方向（リバースのシフト方向と呼ぶ）に移動させ、これにより上記リバースアイドラギヤ
１０ｃがリバースシャフト３の軸線方向に移動して上記リバースドライブギヤ１０ａおよ
びリバースドリブンギヤ１０ｂにそれぞれ噛み合うようになっている。
【００６６】
　上記シフトレバーＬが、中立位置（本実施形態では、３速－４速セレクト位置Ｐ２）に
あり、何れの変速段も成立していない状態では、シフトインナーレバー２１のアーム部２
１ｂも軸線方向および回動方向の中立位置にあり、各ヘッド２２ａ，２２ｂ、２３ａ，２
３ｂ、２４ａ，２４ｂは、このアーム部２１ｂの回動経路の両側に沿って隣接配置される
。
【００６７】
　そして、上述したシフトレバーＬのセレクト操作に応じ、シフトセレクトシャフト２０
と連動してシフトインナーレバー２１のアーム部２１ｂが回動し、シフトレバーＬのセレ
クト位置に応じた回動位置に配置されているヘッド２２ａ，２２ｂ、２３ａ，２３ｂ、２
４ａ，２４ｂと係合可能な位置に選択的に配置される。例えば、シフトレバーＬが１速－
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２速セレクト位置Ｐ１に操作された場合にはシフトインナーレバー２１のアーム部２１ｂ
は１速－２速用フォークシャフト５１に設けられた前進段用係合部２２のヘッド２２ａ，
２２ｂと係合可能に配置され、シフトレバーＬが３速－４速セレクト位置Ｐ２に操作され
た場合にはシフトインナーレバー２１のアーム部２１ｂは３速－４速用フォークシャフト
５２に設けられた前進段用係合部２３のヘッド２３ａ，２３ｂと係合可能に配置され、シ
フトレバーＬが５速セレクト位置Ｐ３に操作された場合にはシフトインナーレバー２１の
アーム部２１ｂは５速用フォークシャフト５３に設けられた前進段用係合部２４のヘッド
２４ａに係合可能に配置される。また、シフトレバーＬがリバースセレクト位置Ｐ４に操
作された場合には、シフトセレクトシャフト２０が図６における反時計回り方向に回動す
ることで上記リバース用レバー２５がリバースアーム２８のリバースヘッド２８ａに係合
可能に配置される。
【００６８】
　このようにして何れかの前進段用のヘッド２２ａ，２２ｂ、２３ａ，２３ｂ、２４ａ，
２４ｂにシフトインナーレバー２１のアーム部２１ｂが係合可能に配置されることで、一
つのフォークシャフト５２（５１，５３）が操作力伝達可能に選択される。または、リバ
ースアーム２８のリバースヘッド２８ａにリバース用レバー２５が係合可能に配置される
。
【００６９】
　この状態から、シフトレバーＬがシフト方向に操作されると、その操作力がシフトケー
ブルによりシフトセレクトシャフト２０に伝達される。これにより、シフトセレクトシャ
フト２０がその軸線方向にスライド移動する。そして、シフトインナーレバー２１のアー
ム部２１ｂが何れかの（前進段用）ヘッド２２ａ，２２ｂ、２３ａ，２３ｂ、２４ａ，２
４ｂに係合している場合には、その係合しているヘッド２２ａ，２２ｂ、２３ａ，２３ｂ
、２４ａ，２４ｂとともに、そのヘッド２２ａ，２２ｂ、２３ａ，２３ｂ、２４ａ，２４
ｂが設けられている何れかの前進段用係合部２２、２３、２４およびこれに連動するフォ
ークシャフト５１、５２、５３をスライド移動させることで何れかのシンクロメッシュ機
構１１、１２、１３が作動することになる。
【００７０】
　また、リバース用レバー２５がリバースヘッド２８ａに係合している場合には、このリ
バースヘッド２８ａとともにリバースアーム２８を軸線方向にスライド移動させることで
、リバースアーム２８がリバースアイドラギヤ１０ｃをリバースシャフト３の軸線方向に
移動させることになる。
【００７１】
　例えば図３に示すようにシフトインナーレバー２１のアーム部２１ｂが、３速－４速用
フォークシャフト５２に設けられた前進段用係合部２３のヘッド２３ａ，２３ｂに係合可
能に配置されている状態から、シフトレバーＬが３速位置３ｒｄにシフト操作された場合
には、シフトセレクトシャフト２０が図３の紙面奥側に移動し、これに伴ってアーム部２
１ｂ、前進段用係合部２３、３速－４速用フォークシャフト５２および３速－４速用シフ
トフォーク３２が同方向に移動することで、第２のシンクロメッシュ機構１２が３速ドラ
イブギヤ６ａ側に作動して３速段が成立する。また、この図３に示す状態からシフトレバ
ーＬが４速位置４ｔｈにシフト操作された場合には、シフトセレクトシャフト２０が図３
の紙面手前側に移動し、これに伴ってアーム部２１ｂ、前進段用係合部２３、３速－４速
用フォークシャフト５２および３速－４速用シフトフォーク３２も同方向に移動すること
で、第２のシンクロメッシュ機構１２が４速ドライブギヤ７ａ側に作動して４速段が成立
することになる。
【００７２】
　図４は、５速用フォークシャフト５３と第３のシンクロメッシュ機構１３との係合部分
を示す断面図である。この図に示すように、フォークシャフト５３には２点鎖線で示す連
結部３０ａを介して上記シフトフォーク３３が取り付けられており、このシフトフォーク
３３の先端部が第３のシンクロメッシュ機構１３のスリーブ１３ａに係合されている。
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【００７３】
　また、フォークシャフト５３には５速段－中立位置に対応した２個のロックボール溝４
１，４２が形成され、これらロックボール溝４１，４２の何れかに、フォークシャフト５
３側に押圧されている１個のロックボール４４が選択的に嵌入され得るようになっている
。ロックボール４４は、トランスミッションケースＣに形成された孔Ｃ１の内部に収容さ
れ、同じく孔Ｃ１に収容されたプラグ４５によって係止された圧縮状態のコイルスプリン
グ４６によりフォークシャフト５３側に押圧されている。これらの構成により、ギヤ抜け
防止と節度感が得られるようになっている。
【００７４】
　各前進段用係合部２２，２３，２４が設けられたフォークシャフト５１，５２，５３が
上記中立位置から軸線方向へ僅かに移動すると、ロックボール４４がロックボール溝４２
から完全に離脱しない限り、ロックボール４４がロックボール溝４２側に押圧されている
ことによりフォークシャフト５３およびこれに固定されている前進段用係合部２２，２３
，２４に対し、中立位置に復帰させようとする中立位置復帰力が作用する。
【００７５】
　尚、１速－２速用フォークシャフト５１と第１のシンクロメッシュ機構１１との係合部
分や３速－４速用フォークシャフト５２と第２のシンクロメッシュ機構１２との係合部分
も略同様の構成となっている。但し、第１のシンクロメッシュ機構１１および第２のシン
クロメッシュ機構１２にあっては、その両側に変速ギヤが設けられているため、各フォー
クシャフト５１，５２は、それぞれ中立位置から両側（軸線方向の両側）へのスライド移
動が可能となっており、それに対応してロックボール溝も３箇所に形成されている。
【００７６】
　－シンクロメッシュ機構－
　次に、シンクロメッシュ機構１３について具体的に説明する。ここでは、本実施形態の
特徴を備えている第３のシンクロメッシュ機構１３を例に挙げて説明する。
【００７７】
　図４に示すように、インプットシャフト１にはクラッチハブ１７（シンクロナイザハブ
とも呼ばれる）が取付けられている。クラッチハブ１７はインプットシャフト１と共に回
転するように、インプットシャフト１の外周面にスプライン嵌合されている。なお、イン
プットシャフト１に対するクラッチハブ１７の固定方法としては、スプライン嵌合に限ら
ず、その他の方法を適用してもよい。
【００７８】
　５速ドライブギヤ８ａには、ギアピース８ｃがスプライン嵌合されており、このギアピ
ース８ｃと５速ドライブギヤ８ａとが一体的に回転するようになっている。ギアピース８
ｃは、図４に示す状態ではクラッチハブ１７に係合していない。そのため、第３のシンク
ロメッシュ機構１３が作動していない状態では、ギアピース８ｃは、クラッチハブ１７に
対して相対回転可能となっている。
【００７９】
　上記ギアピース８ｃは、インプットシャフト１の軸線に対して傾斜したテーパー面を外
周面として有するコーン部８ｄを備えている。そして、このコーン部８ｄの外周側にシン
クロナイザーリング１４が嵌め合されている。シンクロナイザーリング１４は、上記ギア
ピース８ｃとクラッチハブ１７との回転を同期させるための部材であり、上記ギアピース
８ｃのコーン部８ｄに対向するテーパ面を内周面として有するコーン部１４ａを備えてい
る。このシンクロナイザーリング１４のコーン部１４ａがギアピース８ｃのコーン部８ｄ
に接触することにより、これら両者の同期回転が行われる構成となっている。
【００８０】
　クラッチハブ１７の外周側には上記スリーブ１３ａがスプライン嵌合されている。この
ため、スリーブ１３ａは、クラッチハブ１７を介してインプットシャフト１に回転一体に
組み付けられていると共に、インプットシャフト１の軸線に沿う方向に摺動可能となって
いる。つまり、クラッチハブ１７はスリーブ１３ａをインプットシャフト１の軸線に沿う
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方向にスライド可能に保持している。
【００８１】
　また、上記スリーブ１３ａの内周側には、その周方向に等角度間隔を存して複数箇所（
本実施形態では３箇所）にシフティングキー１８が配設されている。このシフティングキ
ー１８の個数はこれに限定されるものではない。このシフティングキー１８は、上記クラ
ッチハブ１７の外周部分に形成された凹陥部１７ａ内に収容されており、軸心方向（図４
における左右方向）へのスライド移動が可能となっている。
【００８２】
　以下、このシフティングキー１８の構成について説明する。図５は、シフティングキー
１８の配設箇所をインプットシャフト１の軸線に沿う方向から見た断面図である（クラッ
チハブ１７を仮想線で示している）。この図５に示すように、クラッチハブ１７に形成さ
れている凹陥部１７ａは、後述するシフティングキー１８のケーシング１８ａを収容する
ためのメイン凹陥部１７ｂと、このメイン凹陥部１７ｂに連続し且つクラッチハブ１７の
周方向の両側に向けて凹陥されたサブ凹陥部１７ｃ，１７ｃとを備えている。一方、シフ
ティングキー１８は、板金のプレス加工によって成形されたケーシング１８ａと、このケ
ーシング１８ａ内に圧縮状態で収容されたコイルスプリング（付勢部材）１８ｂと、この
コイルスプリング１８ｂからの付勢力を受けるロックボール（係止部材）１８ｃとを備え
ている。上記ケーシング１８ａの上端部であって上記スリーブ１３ａの内周面に対向する
部分には、上記ロックボールの外径寸法よりも小径に設定された開口１８ｄが形成されて
いる。そして、このケーシング１８ａ内に収容されているロックボール１８ｃがコイルス
プリング１８ｂからの付勢力（図５における上向きの付勢力）を受けていることで、外力
（スリーブ１３ａからの押圧力）を受けていない状態では、ロックボール１８ｃの一部（
上部）が上記開口１８ｄから僅かに突出した状態となっている。また、上記ケーシング１
８ａには、上記サブ凹陥部１７ｃ，１７ｃ内に向けて延びる左右一対の腕部１８ｅ，１８
ｅを備えており、これら腕部１８ｅ，１８ｅがサブ凹陥部１７ｃ，１７ｃの底面に当接す
ることで、凹陥部１７ａ内でのシフティングキー１８の位置決め（クラッチハブ１７の周
方向での位置決め）がなされている。尚、このシフティングキー１８は、図５の紙面に直
交する方向（クラッチハブ１７の軸心に沿う方向）にはスライド移動可能であって、後述
する変速動作においては、スリーブ１３ａと共にスライド移動するようになっている。
【００８３】
　そして、上記スリーブ１３ａの内面（スプラインの内端縁）におけるスライド方向の略
中央部には、上記ロックボール１８ｃが嵌り込み可能な溝（凹陥部）１３ｂが形成されて
いる（図７参照）。スリーブ１３ａにシフトフォーク３３からの操作力（シフト方向の操
作力）が作用していない状態では、スリーブ１３ａは中立位置（５速段が成立しない位置
）にあり、且つスリーブ１３ａの内面に形成されている溝１３ｂにロックボール１８ｃが
嵌り込んだ状態となっている（図４に示す状態）。これにより、上記シフティングキー１
８とスリーブ１３ａに形成された溝１３ｂとによって本発明でいうスリーブ移動制限手段
が構成されている。
【００８４】
　以上の構成により、５速段への変速動作にあっては、シフトフォーク３３からの操作力
を受けてスリーブ１３ａが５速ドライブギヤ８ａ側へ近づき、シフティングキー１８がシ
ンクロナイザリング１４をギヤピース８ｃ側に向けて押圧する。これにより、シンクロナ
イザリング１４のコーン部１４ａがギヤピース８ｃのコーン部８ｄに摺接し、この両者間
の摩擦力すなわち相対回転トルクによってシンクロナイザリング１４と５速ドライブギヤ
８ａとが次第に同期回転させられる。
【００８５】
　そして、更にスリーブ１３ａにシフト操作力が加えられると、図７（ａ）に示すように
、スリーブ１３ａの内周歯が、シンクロナイザーリング１４の外周歯およびギアピース８
ｃの外周歯に順に噛み合っていく。これにより、クラッチハブ１７の回転がスリーブ１３
ａを介してギアピース８ｃおよび５速ドライブギヤ８ａに伝わる。この状態で５速ドライ
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ブギヤ８ａはインプットシャフト１と共に回転することになり、５速段への変速動作が完
了する。
【００８６】
　尚、１速－２速用フォークシャフト５１と第１のシンクロメッシュ機構１１との係合部
分、３速－４速用フォークシャフト５２と第２のシンクロメッシュ機構１２との係合部分
も同様の構成となっている。但し、第１のシンクロメッシュ機構１１および第２のシンク
ロメッシュ機構１２にあっては、その両側に変速ギヤが設けられているため、スリーブ１
３ａは、そのスライド方向に応じて所定の変速段を成立させることになる。
【００８７】
　本実施形態に係る手動変速機では、第３のシンクロメッシュ機構１３は、５速ドライブ
ギヤ８ａに対して同期を行うものである。従って、５速ドライブギヤ８ａとは反対側（図
４における左側）には変速ギヤが設けられていない。このため、この５速ドライブギヤ８
ａとは反対側へのスリーブ１３ａの脱落を防止する目的から、インプットシャフト１には
ストッパ１９が取り付けられている。このストッパ１９は、スリーブ１３ａのシフト抜き
方向側、つまり、スリーブ１３ａが５速段位置ある状態から中立位置に向かってシフト操
作された際に移動する方向（図４における左方向）においてインプットシャフト１と回転
一体に配設されている。また、図７に示すように、このストッパ１９には、スリーブ１３
ａに対向するスリーブ当接部１９ａと、その内周側に位置するシフティングキー当接部１
９ｂとを備えている。このシフティングキー当接部１９ｂの位置は、スリーブ当接部１９
ａの位置よりも、５速ドライブギヤ８ａ側（図７における右側）に設定されている。
【００８８】
　より詳しくは、スリーブ１３ａが中立位置にある状態（図４に示す状態）において、ス
リーブ１３ａとスリーブ当接部１９ａとの間の間隔よりも、シフティングキー１８とシフ
ティングキー当接部１９ｂとの間隔の方が小さくなるように設定されている。つまり、図
９（ａ）に示すように、スリーブ１３ａとシフティングキー１８とが係合（上記溝１３ｂ
にロックボール１８ｃが嵌り込んで係合）している状態では、シフティングキー１８がシ
フティングキー当接部１９ｂに当接しても、スリーブ１３ａはスリーブ当接部１９ａに当
接しないように、各間隔が設定されている。
【００８９】
　そして、本実施形態では、このように上記溝１３ｂにロックボール１８ｃが嵌り込んで
スリーブ１３ａとシフティングキー１８とが係合している状態で、シフティングキー１８
が上記ストッパ１９のシフティングキー当接部１９ｂに当接している状態におけるスリー
ブ１３ａのスライド位置（図９（ａ）に示すスライド位置）は、このスリーブ１３ａのス
ライド方向の略中立位置となるように設定されている。つまり、シフトインナーレバー２
１のアーム部２１ｂが係合している５速段用ヘッド２４ａおよび５速段抜き用ヘッド２４
ｂのシフト方向の位置を略中立位置に保持する状態となっている。言い換えると、図９（
ｂ）に示すように、５速段用ヘッド２４ａおよび５速段抜き用ヘッド２４ｂと、他のヘッ
ド２２ａ，２２ｂ、２３ａ，２３ｂとの全てのシフト方向の位置を略一致させた状態でシ
フトインナーレバー２１のアーム部２１ｂの位置が規制されるように設定されている。
【００９０】
　また、上記スリーブ１３ａには、上記ストッパ１９のスリーブ当接部１９ａに対応して
水平方向に延びる当接突起１３ｃが設けられている。
【００９１】
　－シフトダウン時の動作－
　次に、本実施形態において特徴とする動作である５速段から４速段にシフトダウン操作
される際の動作について説明する。
【００９２】
　図７（ａ）は５速段成立状態における第３のシンクロメッシュ機構１３の状態を示して
いる。また、図７（ｂ）は５速段成立状態におけるヘッド２２ａ，２２ｂ、２３ａ，２３
ｂ、２４ａ，２４ｂ、シフトインナーレバー２１のアーム部２１ｂ、インターロックプレ
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ート２６の各位置を示す展開図である。
【００９３】
　この図７に示す状態から、４速段にシフトダウン操作するべく運転者によってシフトレ
バーＬが５速段位置からシフト方向（図２におけるＹ方向）の中立位置に向けて操作され
ると、５速段用ヘッド２４ａおよび５速段抜き用ヘッド２４ｂは、シフトセレクトシャフ
ト２０およびシフトインナーレバー２１のアーム部２１ｂからシフト抜き方向の操作力を
受けてシフト方向の中立位置に向けて移動する。これに伴い、スリーブ１３ａおよびシフ
ティングキー１８も中立位置に向けて、つまりストッパ１９に向けて移動する。そして、
このスリーブ１３ａおよびシフティングキー１８の移動途中において、図８（ａ）に示す
ように、スリーブ１３ａがストッパ１９のスリーブ当接部１９ａに当接しない段階で、シ
フティングキー１８はストッパ１９のシフティングキー当接部１９ｂに当接する。この当
接により、シフティングキー１８の移動は停止されることになる。この状態では、シフテ
ィングキー１８のロックボール１８ｃは、スリーブ１３ａの溝１３ｂから未だ外れた位置
にあり、このスリーブ１３ａはロックボール１８ｃによる移動規制を受けることがない。
つまり、シフティングキー１８はストッパ１９に当接することで移動が規制されるものの
、スリーブ１３ａはストッパ１９側に向けて移動が継続され、シフト抜き動作が継続され
ることになる（図８（ａ）の矢印を参照）。図８（ｂ）は、この場合におけるヘッド２２
ａ，２２ｂ、２３ａ，２３ｂ、２４ａ，２４ｂ、シフトインナーレバー２１のアーム部２
１ｂ、インターロックプレート２６の各位置を示している。また、アーム部２１ｂ、５速
段用ヘッド２４ａおよび５速段抜き用ヘッド２４ｂのシフト抜き方向を矢印で示している
。
【００９４】
　そして、スリーブ１３ａが更にシフト抜き方向に移動し、図９に示すように略中立位置
に達した時点では、スリーブ１３ａがストッパ１９のスリーブ当接部１９ａに当接しない
段階で、スリーブ１３ａの溝１３ｂの位置がシフティングキー１８のロックボール１８ｃ
の位置に合致することになり、このロックボール１８ｃがコイルスプリング１８ｂの付勢
力を受けて溝１３ｂに嵌り込む。これにより、スリーブ１３ａは、シフト抜き方向への移
動途中において略中立位置で同方向への移動が規制されることになる。即ち、スリーブ１
３ａがストッパ１９に当接する前段階の略中立位置で、スリーブ１３ａのスライドは規制
される。この状態では、図９（ｂ）に示すように、シフトインナーレバー２１のアーム部
２１ｂが係合している５速段用ヘッド２４ａおよび５速段抜き用ヘッド２４ｂのシフト方
向の位置を略中立位置に保持することになる。言い換えると、これら５速段用ヘッド２４
ａおよび５速段抜き用ヘッド２４ｂと、他のヘッド２２ａ，２２ｂ、２３ａ，２３ｂとの
全てのシフト方向の位置を略一致させた状態でシフトインナーレバー２１のアーム部２１
ｂの位置が規制されることになる。つまり、このアーム部２１ｂをヘッド同士の間のセレ
クト方向移動経路の中心に位置させることができて、このアーム部２１ｂをヘッド２２ａ
，２２ｂ、２３ａ，２３ｂ、２４ａ，２４ｂに干渉させることなくセレクト方向移動経路
を移動できる（セレクト方向に移動できる）ことになる。このため、上記シフト抜き操作
からセレクト操作に切り換える際に、シフトインナーレバー２１のアーム部２１ｂが４速
段用ヘッド２３ｂに引っ掛かってしまったり、インターロックプレート２６が５速段用ヘ
ッド２４ａに引っ掛かってしまうといった状況（図１３（ｂ）で示した状況）を回避する
ことができ、このシフト抜き操作からセレクト操作に移る際の操作が円滑であって、その
操作性が良好に確保される。
【００９５】
　図１０は、上述の如くシフト抜き操作およびセレクト操作が行われた後、４速段位置に
向けてシフトレバーの操作が行われ、４速段が成立した状態におけるヘッド２２ａ，２２
ｂ、２３ａ，２３ｂ、２４ａ，２４ｂ、シフトインナーレバー２１のアーム部２１ｂ、イ
ンターロックプレート２６の各位置を示す図である。
【００９６】
　また、本実施形態に構成によれば、シフティングキー１８からの弾性力（コイルスプリ
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ング１８ｂの弾性力）によってスリーブ１３ａを略中立位置に保持する保持力を得ている
。このため、次回の５速段へのシフト操作時には、この弾性力に抗するシフト操作力のみ
で容易に５速段に向かうシフト方向への操作が可能であり、大きなシフト操作力を必要と
することはない。
【００９７】
　以上のような作用効果は、上述した５速段から４速段にシフトダウン操作される斜め操
作時ばかりでなく、５速段から２速段にシフトダウンしたり、５速段から３速段にシフト
ダウンしたりする変速操作（所謂飛び変速操作）を行う場合にも同様に得ることができる
。
【００９８】
　－他の実施形態－
　以上説明した実施形態では、ＦＦ車両に搭載された手動変速機に本発明を適用した場合
について説明した。本発明はこれに限らず、ＦＲ（フロントエンジン・リヤドライブ）車
両等、その他の形態の車両に搭載された手動変速機にも適用可能である。また、ドライバ
ーのシフトチェンジ操作に連動するアクチュエータを備え、このアクチュエータによって
変速動作を行う構成とされた変速機（所謂ＡＭＴ：オートマチック・マニュアル・トラン
スミッション）に対しても本発明は適用可能である。
【００９９】
　また、上記シフティングキー１８がストッパ１９のシフティングキー当接部１９ｂに当
接した状態でスリーブ１３ａの溝１３ｂにシフティングキー１８のロックボール１８ｃが
嵌り込んだ状態（図９（ａ）に示す状態）と、５速段用ヘッド２４ａおよび５速段抜き用
ヘッド２４ｂおよび他のヘッド２２ａ，２２ｂ、２３ａ，２３ｂがシフト方向で同一位置
にある状態（図９（ｂ）に示す状態）とが完全に対応している必要はない。つまり、本発
明は、図９（ａ）に示す状態では、その後のセレクト操作においてシフトインナーレバー
２１のアーム部２１ｂが４速段用ヘッド２３ｂに引っ掛かってしまったり、インターロッ
クプレート２６が５速段用ヘッド２４ａに引っ掛かってしまうといった状況を招かないよ
うな各ヘッド２２ａ，２２ｂ、２３ａ，２３ｂ、２４ａ，２４ｂの位置およびシフトイン
ナーレバー２１のアーム部２１ｂの位置が達成されておればよい。
【０１００】
　更に、上述した実施形態では、シフティングキー１８としてコイルスプリング１８ｂに
より付勢されたロックボール１８ｃを使用するものとしていた。本発明はこれに限らず、
図１１（ａ）に示すように、周方向に等角度間隔を存して複数箇所（例えば３箇所）に配
設した板状のキー１８ｆの内周側に円環状の（クラッチハブ１７の外周側を囲むように配
設された）一対の円形スプリング１８ｇ，１８ｇを配設してキー１８ｆをスリーブ１３ａ
の内周面に向けて付勢する構成としてもよい。また、図１１（ｂ）に示すように、周方向
に等角度間隔を存して複数箇所（例えば３箇所）に配設した板状のキー１８ｆの内周面と
クラッチハブ１７の外周面との間にコイルスプリング１８ｈを介在させてキー１８ｆをス
リーブ１３ａの内周面に向けて付勢する構成としてもよい。尚、図１１（ａ）および図１
１（ｂ）は、共に、５速段からの抜き操作完了時におけるスリーブ１３ａおよびシフティ
ングキー１８の位置を示す図（図９（ａ）に相当する図）である。
【図面の簡単な説明】
【０１０１】
【図１】実施形態に係るマニュアルトランスミッションのギヤレイアウトを示す断面図で
ある。
【図２】５速マニュアルトランスミッションのシフトパターンの概略を示す図である。
【図３】セレクト・シフト機構における各前進段用係合部およびその周辺部をシフトセレ
クトシャフトの軸線方向から見た断面図である。
【図４】５速－６速用フォークシャフトと第３のシンクロメッシュ機構との係合部分を示
す断面図である。
【図５】シフティングキーの支持構造を説明するための断面図である。
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【図６】各シフトフォークおよびその周辺部をシフトセレクトシャフトの軸線方向から見
た断面図である。
【図７】（ａ）は５速段成立状態でのスリーブおよびシフティングキーの位置を示す図で
あり、（ｂ）は５速段成立状態でのシフトインナーレバーのアーム部および各ヘッドの位
置を示す図である。
【図８】（ａ）は５速段からの抜き操作途中状態におけるスリーブおよびシフティングキ
ーの位置を示す図であり、（ｂ）は５速段からの抜き操作途中状態におけるシフトインナ
ーレバーのアーム部および各ヘッドの位置を示す図である。
【図９】（ａ）は５速段からの抜き操作完了時におけるスリーブおよびシフティングキー
の位置を示す図であり、（ｂ）は５速段からの抜き操作完了時におけるシフトインナーレ
バーのアーム部および各ヘッドの位置を示す図である。
【図１０】４速段成立状態でのシフトインナーレバーのアーム部および各ヘッドの位置を
示す図である。
【図１１】シフティングキーの変形例を示す図９（ａ）に相当する図である。
【図１２】従来例においてニュートラル状態でのシフトインナーレバーのアーム部および
各ヘッドの位置を示す図である。
【図１３】（ａ）は従来例において５速段成立状態でのシフトインナーレバーのアーム部
および各ヘッドの位置を示す図であり、（ｂ）従来例において５速段からの抜き操作時に
おけるシフトインナーレバーのアーム部および各ヘッドの位置を示す図である。
【符号の説明】
【０１０２】
１　　　　インプットシャフト（回転軸）
８ａ　　　５速ドライブギヤ（変速ギヤ）
１３ａ　　スリーブ
１７　　　クラッチハブ
１９　　　ストッパ
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